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要 旨 

 健康保険証の廃止を中止して存続するよう、国に対し、意見書を提出してくだ  

さい。 

 

（理 由） 

令和６年秋に現行の健康保険証を廃止し、マイナンバーカードに一本化する法 

案が６月２日に可決、成立されました。しかし、厚生労働省が発表した７，３１ 

２件に上る被保険者資格情報の誤登録（令和３年１０月から令和４年１１月まで） 

をはじめ、マイナ保険証に関するトラブルが続出し、多くの患者・国民が不安を 

抱えています。 

東京保険医協会が会員に対して実施したアンケート調査（本年５月２５日から 

６月５日まで実施、ＦＡＸ送信４，７７０件、回答数６２２件）では、オンライ 

ン資格確認等システムを運用する医療機関５３５件のうち、３５１件（６５．６％） 

が何らかのトラブルを経験しており、そのうち他人の情報がひも付けられていた 

ケースが１１件ありました。別人の情報に基づいた診療や投薬は、重大な医療事 

故につながりかねません。 

 マイナ保険証とオンライン資格確認等システムが保険資格確認の手段として確 

実なものではないため、医療機関では現行の健康保険証を持参するよう患者・国 

民に呼び掛けているのが現状です。病気のある方はもちろんのこと、病気がなく 

ても不慮の事故や病気に備えて、多くの人が健康保険証を常に携帯していますが、 

マイナンバーカードは実印にも等しい機能を有しており、日常的に持ち歩くこと 

は危険です。誰もが安心して医療を受けられるように、健康保険証の廃止は中止 

して、存続することを求めます。 

以上の趣旨をご理解の上、上記事項の実現をお願いいたします。 

以 上 

  
 


